
１ 概 要

西明石南町自治会をモデル地域として令和３年度から３ケ年計画で明石まちねこプロジェクトと称

して、飼い主のいない猫（野良猫）によるトラブルの課題解決に向けた取り組み（地域猫活動）を行い

ました。

２ 活動内容

・活動周知用チラシ等の配布、アンケートによる実態の調査をしました。

・個体数を減少させるために、去勢・不妊手術を積極的に実施しました。

・適正な給餌の指導及び簡易トイレの設置など行いました。

明石まちねこプロジェクトについて（報告）

（地域猫活動）

３ 成 果

・２０２１年：４７匹→２０２４年３月末２２匹に減少しました。

・他の地域からエサをばら撒く人が来なくなりました。

・人慣れした野良猫は、飼い猫として５匹譲渡されました。

・地域の方々とコミュニケーションが図られました。

・猫によるふんの被害やトラブルが減少しました。

※さくら耳は
去勢・不妊手術済みの印です



５ その他

現在、この西明石南町自治会の活動を参考に、荷山町南自治会が飼い主のいない猫に関する

課題の解決に向けて、不妊手術やトイレの管理などを実施しています。飼い主のいない猫でお困

りの地域の方は、あかし動物センターまでご相談ください。

●（野良猫）状況の把握 ●屋外で生活する猫の数
●苦情発生状況 エサを与える人の有無 ●動物愛護団体やボランティアの協力

●原因の把握 ●目標の設定 ●活動の手法 ●地域での話し合い
●行政窓口への相談 ●関係者の役割分担

●地域のルールづくり ●自治会委員の理解に向けた取組
●取組内容の検討

●住民への活動内容のPR ●協力者の発掘

●飼い主への普及啓発 ●不妊化手術の実施
●飼い主のいない猫の管理（給餌・トイレ等）

４ 明石まちねこプロジェクト活動開始の流れ（フロー図）

① 取組の準備

②自治会による検討

③自治会の協力体制

④自治会員への周知、協力依頼

⑤活動開始
活動の継続
活動の報告


